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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
２

０
回

ー
２
 

十
二
支
会

十
二
支
会

十
二
支
会

十
二
支
会
・・ ・・
特
別
例
会

特
別
例
会

特
別
例
会

特
別
例
会
「「 「「
羊
蹄
山

羊
蹄
山

羊
蹄
山

羊
蹄
山
」」 」」
協
賛

協
賛

協
賛

協
賛
ツ
ア
ー

ツ
ア
ー

ツ
ア
ー

ツ
ア
ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 
    
そ
の
そ
の
そ
の

そ
の
２２ ２２
( ６６ ６６
月月 月月
２
９
２
９
２
９

２
９
日日 日日
～～ ～～
６６ ６６
月月 月月
３
０
３
０
３
０

３
０
日日 日日
) 

 ◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

６
月

２
９

日
( 月

) ～
３

０
日
( 火

) 

◇
参

加
者
；
沖

﨑
吉

信
、
生

熊
敏

男
、
生

熊
千

満
子

、
児

嶋
道

夫
、
中

前
 
偉

濱
野

兼
吉

、
大

江
加

予
子

、
大

江
徳

子
、
畑

林
清

子
、
川

島
 

功
、

前
田

 
正

、
樋

口
義

也
、
高

階
鈴

子
、
高

階
美

根
子

、
奥

村
順

夫
、

竹
中

卓
治

、
田

中
稔

昭
、

三
井

幹
雄

、
河

野
芳

宏
、

石
橋

哲
郎

、

石
橋

隆
子

、
佐

藤
宏

子
、

椎
木

 
尭

。
 

 
 

 
 
計計 計計
２
３
２
３
２
３

２
３
名名 名名
。
 

 ６６ ６６
月月 月月
２
９
２
９
２
９

２
９
日日 日日
( 月月 月月

)  
曇

一
時

薄
日

 
大
雪
山

大
雪
山

大
雪
山

大
雪
山
・・ ・・
旭
岳
旭
岳
旭
岳

旭
岳
( ２
２
９
１

２
２
９
１

２
２
９
１

２
２
９
１
ｍｍ ｍｍ
) 登
頂
登
頂
登
頂

登
頂
 

定
山

渓
温

泉
郷

「
倶

楽
部

・
錦

渓
」

の
宿

泊
料

は
、

一
泊

二
食

付
４

，
７

０
０

円
、

ビ
ー

ル
大

瓶
５

５
０

円
と

本
当

に
安

く
食

事
も

良
く

、
ご

紹
介

頂

い
た

田
中

稔
昭

氏
に

感
謝

申
し

上
げ

た
い

。
 

出
発

予
定

は
７

時
だ

っ
た

が
、

朝
食

が
７

時
か

ら
の

た
め

食
事

前
に

荷
物

を
車

に
積

込
み

、
食

事
後

直
ぐ

に
出

発
出

来
る

様
に

す
る

。
朝

食
も

本
当

に

満
足

出
来

た
。
 

札
幌

経
由

で
帰

郷
さ

れ
る

加
藤

氏
を

途
中

の
バ

ス
停

で
降

ろ
し

別
れ

る
。

出
勤

時
間

帯
の

渋
滞

で
大

谷
地

Ｉ
Ｃ

通
過

は
８

時
半

。
途

中
、

岩
見

沢
Ｓ

Ａ

で
ト

イ
レ

休
憩

、
予

定
よ

り
時

間
遅

れ
の

た
め

、
イ

ン
タ

ー
を

降
り

て
か

ら

の
コ

ン
ビ

へ
の

立
寄

り
を

止
め

、
Ｓ

Ａ
売

店
で

間
食

・
飲

料
水

な
ど

購
入

し

て
も

ら
う

。
 

旭
川

北
Ｉ

Ｃ
で

降
り

旭
岳

山
麓

駅
駐

車
場

へ
１

時
間

遅
れ

の
１

１
時

２
０

分
に

到
着

。
此

処
は

駐
車

料
５

０
０

円
だ

が
下

の
駐

車
場

は
無

料
、

一
杯

な

ら
戻

っ
て

止
め

な
！

と
駐

車
場

管
理

人
が
教
え

て
く

れ
親
切

さ
に

ビ
ッ
ク
リ

。
 

山
麓

駅
( 標

高
1
1
0
0
m
) に
行

く
と

１
１

時
３

０
分

発
の
ロ

ー
プ
ウ
ェ

イ
が

あ
り

、
急

が
せ

て
ギ
リ
ギ
リ

に
全
員
乗

車
出

来
て

安
堵

す
る

。
霧

・
雲
海

の

中
に
あ

り
視
界

は
極
端

に
悪

く
、
姿

見
駅
近

く
に

な
る

と
残
雪

の
白

い
箇
所

が
あ
ち
こ
ち

に
目

立
っ

て
見
え

る
。
 

 
 

 

姿
見

駅
売

店
テ

ラ
ス

 
 

 
 

周
回

コ
ー

ス
 

 
 

 
６

合
目

上
で

休
憩
 

姿
見

駅
( 標

高
1
6
0
0
m
) で
昼

食
。

北
海

道
の
最

高
峰

大
雪

山
・

旭
岳

へ
の

登
頂
有

無
を
確
認

す
る

と
、
昨

日
の
羊
蹄

山
登

頂
の
疲

れ
は
あ

る
が

、
奥

村

氏
以
外

は
登

頂
す

る
こ

と
に

な
り

、
奥

村
氏

は
姿

見
の
池
等

の
周

回
コ

ー
ス

め
ぐ

り
を

す
る

事
に

な
っ

た
。
 

姿
見

駅
売

店
テ
ラ

ス
で
記
念
撮
影

を
し

た
が

、
天
候

が
良
け

れ
ば

旭
岳

が

バ
ッ
ク
写

る
の

だ
が

・
・

・
・

。
 

雲
海

・
山
霧

で
視
界

が
悪

い
事

も
あ

り
、
登

頂
経
験

の
あ

る
樋

口
氏

に
先

導
し

て
も

ら
う

。
周

回
コ

ー
ス

に
は
残
雪

が
あ

り
、

道
に

は
雪
解
け

水
が
流

れ
、

道
沿

い
に

は
高

山
植

物
の
エ
ゾ

コ
ザ
ク
ラ

、
チ

ン
グ

ル
マ

、
ベ

ン
ケ

イ

ソ
ウ

、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ

、
黄
花
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

の
高

山
植

物
が
咲

い
て

い
る
お
花

畑
が

し
ば

ら
く
続

く
。
 

姿
見
展
望
台
( ５
合
目
) か

ら
が

、
周

回
コ

ー
ス

か
ら

旭
岳

へ
の
登

山
道

に

な
る

。
横

に
旭

岳
石
室

が
あ

り
、

山
頂
迄

２
．

６
㎞

の
標
柱

が
あ

る
。

し
ば

ら
く

高
山
植

物
帯

が
続

く
が

、
大
き

な
岩

と
火

山
砂

の
登

山
道

に
な

り
、
視

界
不

良
で

見
え

な
い

が
、
左
側

の
地
獄

谷
か

ら
の
噴
気
孔

の
噴
気
音

が
聞
こ

え
、
硫
黄

の
臭

い
が

す
る

。
 

６
合
目
辺

り
か

ら
植

物
の

生
え

な
い

岩
と

、
火

山
砂

の
尾

根
に

な
り

休
憩

、

徳
子
ち
ゃ
ん
登

頂
断
念

し
た

い
と
言

っ
て

来
た

が
、

中
前

氏
先
導

の
牛
歩

で

ゆ
っ

く
り
登

り
、

前
と
離

れ
て

い
て

も
５

分
で
追

着
く

と
励
ま

す
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７
合
目

を
過
ぎ

た
地
点

で
、

石
橋

の
奥

さ
ん

が
リ

タ
イ
ヤ

と
岩
陰

で
休
ん

で
お

ら
れ

る
。
こ

の
頃

か
ら
暖

か
い

日
差

し
を
背

に
感
じ

、
し
ば

ら
く

す
る

と
雲

の
切

れ
間

か
ら
金
庫

岩
辺

り
ま

で
の
稜
線

が
一
瞬
望

め
た

。
 

 
 

 

 
７

合
目
(1
9
3
0
m
)  

 
 

８
合

目
か

ら
の

稜
線

 
 

 
 

９
合

目
 

こ
れ

か
ら

の
登

り
に
不

安
を
覚
え

た
徳

子
ち
ゃ
ん

は
再
度
断
念

し
た

い
と

の
事

だ
が

、
青
空

が
望

め
る

様
に

な
り

、
登

頂
絶
好

の
チ
ャ

ン
ス

と
中

前
・

徳
子
ち
ゃ
ん

・
椎

木
・

川
島

が
一
緒

に
歩
き

、
先
行

者
と

の
離

れ
に

よ
る
不

安
解
消

を
図

る
 

。
 

 

９
合

目
を

越
え

山
頂

望
む

 
 

山
頂

へ
の

尾
根

道
 

 
 

 
旭

岳
山

頂
 

９
合
目

の
下
辺

り
か

ら
急

な
岩
肌
尾

根
を
ジ
グ
ザ
グ

に
登

っ
て
行

く
、
雲

海
が

下
に

な
り
青
空

に
な

り
、

９
合
目

に
登

る
と
金
庫

岩
、

山
頂

が
望
ま

れ

る
。
 

一
踏
ん
張

り
で
広

い
山

頂
の

旭
岳
( 一
等

三
角
点
) に

２
１
名

が
登

頂
し

、

山
頂

に
万
歳

を
か
け

、
記
念
撮
影

と
勤
行

を
す

る
。
 

約
1
8
0
0
m

下
は
雲
海

に
覆
わ

れ
て

い
る

が
、
そ

れ
以

上
は
青
空

が
広

が
り

黒
岳
方
面
ま

で
の
遠
望

が
あ

る
。
昨

日
ま

で
の
小
雨

の
中

で
頑
張

っ
た

ご
褒

美
だ

と
・

・
眺
望

を
堪
能

す
る

。
 

 
 

 

 
山

頂
に

万
歳

！
 

 
 

 
山

頂
で

勤
行

 
 

 
 

 
 

山
頂

か
ら

の
遠

望
 

ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
の
最
終
便

は
１

７
時

半
で
あ

り
、
長
居

は
出

来
ず

１
５

時

に
下

山
。
 

あ
れ
ほ

ど
遅

れ
て

い
た

徳
子
ち
ゃ
ん

の
姿

が
見
え

な
い

沖
﨑

氏
「

徳
子
ち

ゃ
ん

は
登

山
家

で
な

く
下

山
家

だ
と

！
」
、
７
合
目

で
待
機

し
て

い
た

石
橋

さ

ん
の

奥
さ
ん

も
一
緒

に
下

山
。
 

 
 

 

５
合

目
上

の
お

花
畑

 
 

 
 

 
 

 
 

姿
見

駅
に

無
事

下
山
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下
る

に
つ

れ
雲
海

の
中

に
入

り
、

予
定

よ
り
早

く
１

６
時

半
に
姿

見
駅

に

無
事

下
山

、
快
速

下
山

で
予

定
遅

れ
が
略
解
消

。
 

山
麓

駅
駐

車
場

を
１

７
時

過
ぎ

に
発
ち

、
途

中
コ

ン
ビ

に
立

寄
る
つ

も
り

だ
っ

た
が

、
ひ

が
し

か
ぐ

ら
森

林
公
園
内

に
あ

る
宿

泊
先

の
東
神

楽
温

泉
「
花

神
楽

」
迄

に
は

コ
ン

ビ
ニ

店
な

し
、
ホ
テ

ル
に
尋
ね

る
と

車
で
約

１
０

分
走

る
必
要

が
在

る
と

の
こ

と
。
 

露
天
風
呂

に
は

、
ゆ

っ
く

り
眺
望

で
き

る
椅

子
が
置

か
れ

て
い

た
。
 

ホ
テ

ル
か

ら
濡

れ
た
衣
服

、
靴

な
ど

を
宅
急
便

で
自
宅

へ
配
送

す
る

人
も

か
な

り
あ

る
。
 

夕
食

は
バ

イ
キ

ン
グ
夕

食
。
夕

食
後

、
一

時
預

か
っ

た
レ

ン
タ
カ

ー
キ

ー

を
ど
こ

に
置

い
た

か
川

島
思

い
出
せ
ず

、
フ
ロ

ン
ト

に
預
け

た
梱
包

し
た
配

送
荷

物
の

中
を
確
認

、
忘

れ
物
キ

ー
が
届

い
て

い
な

い
か
尋
ね

た
が

無
い

。
 

最
後

の
北
海

道
の
夜

で
あ

り
、
二
次
会

が
川

島
達

の
部
屋

で
行
わ

れ
た

が
、

そ
れ

ど
こ

ろ
で

な
く

、
再
度

の
荷

の
確
認

に
向

っ
て

い
る

と
見
つ

か
っ

た
と

の
こ

と
、
あ
あ

良
か

っ
た

！
と

安
堵

す
る

。
二
次
会

の
机

上
に
置

い
て
在

っ

た
が

、
つ
ま

み
等

で
隠

れ
て

見
え

な
か

っ
た
そ

う
だ

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
花

神
楽

で
の

夕
食

懇
談

 
 

 
 

 
 

 
 

二
次

会
 

行
動
行
動
行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

「
錦

渓
」
7
;3
0
→

大
谷

地
Ｉ

Ｃ
8
:3
0
→

岩
見

沢
Ｐ

Ａ
→

旭
川

北
Ｉ

Ｃ
1
0
:1
5

→
1
1
:2
0
山

麓
駅

1
1
:3
0
→
1
1
:4
0
姿

見
駅
( 昼

食
1
2
:1
0
→
1
2
:2
5
姿

見
展
望

台
1
2
:3
0
→

６
合
目

1
3
:0
0
→

７
合
目

1
3
:2
5
→
1
3
;5
0
８
合
目
→

９
合
目

1
4
:2
0
→
1
4
:4
0
旭

岳
(2
2
9
0
.9
ｍ
)1
5
:0
0
→
1
6
:3
0
姿

見
駅

1
6
:4
5
→
1
6
:5
5

山
麓

駅
1
7
:0
5
→
1
7
:4
0
東
神

楽
温

泉
「
花
神

楽
」
。

 
 

( 千
歳

～
山

麓
駅
迄

４
９

５
㎞
) 

 
 

６６ ６６
月月 月月
３
０
３
０
３
０

３
０
日日 日日
( 火火 火火

)  
雨

 
 
中
富
良
野
散
策

中
富
良
野
散
策

中
富
良
野
散
策

中
富
良
野
散
策
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園園 園園
 

朝
か

ら
本

降
り

の
雨

、
美
瑛

の
丘
等

に
立

寄
っ

て
も
外

へ
は

出
づ

ら
く

、

早
く

ビ
ー

ル
園

に
行
こ

う
と

の
事

か
ら

予
約

時
間
変
更

の
た

め
、

ビ
ー

ル
園

の
予
約
受

付
電
話
番
号

を
中

前
氏

に
検
索

し
て

も
ら

う
と

予
約
受

付
は

１
１

時
半

、
新

日
本
旅
行

へ
電
話
確
認

す
る

と
予
約

時
間
指

定
し

て
い

な
い

と
の

事
。
早

く
行

っ
て

も
開
園

前
に

な
る

の
で
何

処
へ

立
寄

っ
た

ら
良

い
か
フ
ロ

ン
ト

に
聞
き

に
行

く
。
 

国
道

２
３

７
号
線

を
走
行

し
て
フ
ァ

ー
ム

・
富

田
へ
行
け
ば

、
美
瑛

の
景

観
を

見
な

が
ら
走

れ
る

と
の
こ

と
。
 

美
瑛

の
広
々

と
し

た
風
景

、
ラ
ベ

ン
タ

ー
の
丘

を
眺

め
な

が
ら
フ
ァ

ー

ム
・
富

田
へ

。
 

天
候

が
良
け

れ
ば
散
策

で
き

る
が

、
滞
在
自

由
行
動

３
０

分
。
多

く
は
メ

ロ
ン
ハ
ウ

ス
周
辺

に
留
ま

り
、
餞

別
を

頂
い

た
青
岸
渡
寺

・
高

木
亮
英

・
玉

岡
憲
明

さ
ん

へ
の
土
産

に
メ
ロ

ン
を

購
入

。
 

そ
の

後
、
ワ

イ
ン
工

場
か
チ

ー
ズ
工

場
へ

立
寄

る
か
意

見
を
聞
き

、
チ

ー

ズ
工

場
に
決
ま

り
、

此
処

で
も

滞
在

は
３

０
分

。
 

桂
沢
湖

経
由

で
三
笠

Ｉ
Ｃ

へ
。

１
０
乗

り
車

が
ガ
ソ
リ

ン
が
少

な
く

立
寄

っ
て
欲

し
い

と
の

事
、
市
内

に
入

り
反
対

車
線

に
ガ
ソ
リ

ン
ス

タ
ン
ド

が
あ

る
も
素

通
り

し
て

Ｉ
Ｃ
近

く
に
あ

る
と
走
行

す
る

が
無

い
、
携

帯
で

札
幌
迄

約
４

０
㎞
走
行
可
能

か
確
認

し
て

三
笠

Ｉ
Ｃ

に
入

る
。
 

前
が
白

く
な

る
位

の
雨

で
前

が
見
づ

ら
い

、
こ

の
影
響
？
カ

ー
ナ

ビ
の
行

先
が

江
別
東

Ｉ
Ｃ

で
下

り
る
案
内

と
な

り
、

野
幌
Ｐ

Ａ
で
カ

ー
ナ

ビ
再
設

定

し
て
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー

ル
園

へ
。
 

ビ
ー

ル
園

で
の

飲
酒

を
最

も
楽

し
み

に
し

て
い

る
沖

﨑
・

中
前

・
徳

子
ち

ゃ
ん
達

は
、
誰

が
運
転

し
て

く
れ

る
か

が
最

大
の
関
心

事
だ

、
各

車
誰

が
飲

ま
ず
運
転

す
る

か
相
談

の
上

、
石

橋
・

竹
中

・
田

中
さ
ん

が
し

て
下

さ
る

事
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に
な

る
。
 

総
合
案
内
所

で
予
約

を
告

げ
２

階
の

ビ
ー

ル
園
会

場
へ

。
２

２
０

０
円

の

ジ
ン
ギ

ス
カ

ン
焼
肉

と
自
払

ビ
ー

ル
で

北
海

道
滞
在
最

後
の

イ
ベ

ン
ト

の
開

宴
だ

。
大
ジ
ヨ
ッ
キ

ー
( １
Ｌ
) ２

～
３

杯
飲
ん

だ
人

も
か

な
り
あ

り
、
肉

が

余
る
位

で
満
腹

の
ご

満
悦

で
ヒ

ー
ル
園

を
１

４
時

に
退
園

。
 

 
 

 

サ
ッ

ポ
ロ

ビ
ー

ル
園

に
て

 
 

 
 

 
 

飲
み

疲
れ

？
新

千
歳

空
港
 

３
台

と
も

千
歳
市
内
ま

で
走

れ
る

と
の
こ

と
か

ら
、

レ
ン

タ
カ

ー
指

定
の

ガ
ソ
リ

ン
ス

タ
ン
ド

を
目
的

地
に
カ

ー
ナ

ビ
設

定
。

途
中

、
１
台

が
目
的

地

ト
ヨ

タ
レ

ン
タ
カ

ー
だ

っ
た

の
で

徳
子
ち
ゃ
ん
設

定
。
 

ガ
ソ
リ

ン
ス

タ
ン
ド

に
２
台

到
着

、
１
台
カ

ー
ナ

ビ
の
再
設

定
で

遅
れ

る

と
の
こ

と
。
お

か
し

い
！

３
台
共
設

定
を
確
認

し
た

の
に

、
５

分
程

遅
れ

て

到
着

、
高
速

道
の
路
側

で
我
慢

で
き
ず

ト
イ

レ
停

車
し

た
と

の
こ

と
納
得

。
 

ト
ヨ

タ
レ

ン
タ
カ

ー
に
返

車
。

バ
ス

で
空
港
迄
送

っ
て

く
れ

る
ま

で
し
ば

ら
く
待
つ

。
す

る
と
早

く
返

車
さ

れ
た

の
で
払

戻
金
約

４
５

０
０

円
は

、
新

日
本
旅
行

へ
振

込
み

す
る

の
で
受
領

す
る

様
に
言
わ

れ
る

。
 

新
千
歳
空
港

に
着
き

、
徳

子
ち
ゃ
ん

に
２

１
名

の
予
約
紙

か
ら
航
空
券
引

換
に
行

っ
て
貰

う
。
今

回
の
ツ
ア

ー
は

、
レ

ン
タ
カ

ー
業

者
へ

の
再
確
認

と

誘
導

、
カ

ー
ナ

ビ
設

定
な

ど
川

島
と
先
導

車
で

１
人
運
転

し
て

頂
き

、
迅
速

に
行
動

で
き

た
の

は
徳

子
ち
ゃ
ん

の
お
陰

だ
と
言

っ
て

も
過
言

で
は

な
い

。
 

札
幌
在
住

の
息

子
さ
ん
宅
等

で
２

～
３

日
滞
在

す
る

田
中

氏
は

、
空
港
ま

で
同
行

し
て

下
さ

り
、
空
港
内

で
お
土
産

・
軽

食
す

る
間

の
荷

物
の

見
張
番

を
し

て
下

さ
る

。
１

７
時

半
前
迄

に
手

荷
物

の
手
続
き

を
済
ま
せ

、
田

中
氏

に
見
送

ら
れ
搭
乗

口
で

別
れ

る
。
又

、
椎

木
氏

は
我
々

よ
り

５
分

遅
れ

の
広

島
空
港
便

に
乗

ら
れ

る
た

め
別

れ
る

﨑
。
 

新
千
歳
空
港

か
ら
関
西
空
港

の
飛
行

ル
ー

ト
は

、
輪

島
上
空

を
通

り
岡

山

周
辺

か
ら
関
西
空
港

へ
飛
行

の
た

め
、
偏
西
風

に
逆

ら
い

、
遠

回
り

す
る

の

で
帰

り
は
約

２
０

分
多

く
か

か
る

２
時

間
１

０
分

で
飛
行

し
て

い
る

。
定
刻

よ
り

５
分

遅
れ

て
、
雨

の
関
西
空
港

に
到

着
。
 

機
内

荷
物

だ
け

な
の

で
最
初

に
出

口
へ

出
る

と
、

木
下
棟
梁

が
２

９
～

３

０
日

に
持

経
宿
改
築

に
行

か
れ

た
の

で
、

２
９

日
に
支
応
援

に
行

っ
て

来
ら

れ
た
梶

野
氏

が
( 白

谷
林

道
の
鍵
返
却
) 出
迎
え

て
下

さ
る

。
 

空
港
内

で
石

橋
夫
妻

・
三

井
・

河
野

。
佐

藤
さ
ん

と
別

れ
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

関
西

空
港

無
事

到
着

！
 
( 写

真
提

供
；

梶
野

氏
) 

預
け

た
車

が
出

口
タ

ー
ミ
ナ

ル
で
待
機

し
て
お

り
、

２
１

時
１

０
分
空
港

を
離

れ
帰

郷
す

る
。
紀

の
川

Ｓ
Ａ

で
沖

﨑
宅

に
立

寄
ら

な
い

よ
う

に
、
乗

車

者
を

入
替
え

て
流

れ
解
散

と
し

て
、

新
宮

に
は

２
４

時
１

０
分

。
一
番
遠

い

紀
北
町
長

島
区

は
、
翌

朝
２

時
に

無
事

到
着

。
 

北
海

道
ツ
ア

ー
は

、
天
候

が
良

く
な

い
中

で
ニ
セ

コ
ア

ン
ヌ
プ
リ

・
羊
蹄

山
・

旭
岳

に
殆
ん

ど
の

参
加

者
が
登

頂
出

来
た

の
は

、
仲

間
と

本
人

の
頑
張

り
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、
登

頂
と

無
事

下
山

を
讃
え

た
い

。
 

最
後

に
、
企
画
プ
ラ

ン
を
支
援

し
て

下
さ

っ
た

新
日

本
旅
行

、
餞

別
金

を
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頂
い

て
高

木
亮
英

・
玉
岡
憲
明

様
、
同
行

し
た

加
藤

氏
か

ら
寄

付
金

を
頂
き

御
礼

と
感

謝
を

申
し

上
げ
ま

す
。
 

行
動
行
動
行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

「
花
神

楽
」
8
:0
5
→

美
瑛
町
･
国

道
２

３
７
号
→
9
:0
0
中
富

良
野

・
フ
ァ

ー
ム
富

田
9
:3
0
→
9
:4
5
チ

ー
ズ
工

場
1
0
:1
5
→
桂

沢
湖
→
1
1
:2
5
三
笠

Ｉ
Ｃ

→
野

幌
Ｐ

Ａ
→
1
2
:0
0
札

幌
Ｉ

Ｃ
→
1
2
:1
5
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー

ル
園
( 走
行
距
離

５
８

１
㎞
)1
4
:0
0
→

北
郷

Ｉ
Ｃ
1
4
:2
0
→

千
歳

Ｉ
Ｃ
1
4
:5
0
→
1
5
:0
5
ト
ヨ

タ

レ
ン

タ
カ

ー
→
1
5
:4
0
新

千
歳
空
港

1
8
:2
5
→
J
A
L
2
5
1
8
便
→
2
0
:3
5
関
西

空
港

2
1
:1
0
→
紀
ノ

川
Ｓ

Ａ
→
2
4
:1
0
新

宮
。
 

( 北
海

道
内
走
行
距
離

７
４

６
㎞
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
) 
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      十二支会十二支会十二支会十二支会・・・・特別例会特別例会特別例会特別例会「「「「羊蹄山羊蹄山羊蹄山羊蹄山」」」」協賛協賛協賛協賛ツアーツアーツアーツアー会計報告会計報告会計報告会計報告(H27.6.28～6.30)   

          収  入            収  出   

内  訳 金  額 内   訳 金  額 

会費   新日本旅行(内訳下記) 2,006,736 

新宮・尾鷲(16 名)＠101,000 1,616,000 ホテル・飲酒等追加料金   

大阪・和歌山(5 名)＠100,000 500,000 レイクサイドテラス 28,900 

椎木・田中(2 名)；＠80,000 160,000 ニセコアルベン(弁当 35 名)＠７５８ 26,530 

加藤氏 40,000 クラブ錦渓(宿泊・飲酒・弁当) 132,350 

十二支会(11 名)；14,000 154,000 花神楽 22,550 

寄付金(高木亮英) 20,000 関空駐車料金＠8,500×4 台 34,000 

寄付金(玉岡憲明) 10,000 五色温泉駐車料金＠100 2,400 

寄付金(加藤英彦) 10,000 関空往復の交通費@15,000×3 台 45,000 

    高速道料金@6,600/台×3 台 19,800 

    ガソリン代(札幌;3 台分) 14,270 

    ガソリン代(千歳;3 台分) 19,647 

    旭岳ロープウェイ@2,600 59,800 

    ゴミ袋・缶コーヒー等(奥村立替) 4,000 

    お土産代(メロン；高木・玉岡) 5,410 

    お土産(棟梁；ラム肉) 2,400 

    会費払戻し   

    石橋夫妻 3,600 

    椎木 15,300 

    田中 15,000 

    三井・河野・佐藤；@3,500 10,500 

    十二支会会計へ(@92×35 名) 3,220 

  2,510,000   2,471,413 

余剰金     38,587 

    

余剰金及余剰金及余剰金及余剰金及びびびび後日後日後日後日、、、、レンタカーレンタカーレンタカーレンタカー代払戻代払戻代払戻代払戻しししし 4,4734,4734,4734,473 円円円円はははは、、、、新宮山彦新宮山彦新宮山彦新宮山彦ぐるーぷぐるーぷぐるーぷぐるーぷ一般会計一般会計一般会計一般会計へへへへ。。。。    

    

新日本旅行支払内訳新日本旅行支払内訳新日本旅行支払内訳新日本旅行支払内訳       

航空運賃(往） 327,100   

航空運賃(複) 334,600   

ホテル宿泊代(税込み)      

レイクサイドテラス＠12,030×24 名 288,720   

ニセコアルペン@13,150×３５名  460,250   

花神楽 ＠12,030×２３名  276,690   

レンタカー代(10 人乗り)  85,639   

レンタカー代(8 人乗り@80,651×2 台 161,302   

保険料＠645×23 名   14,835   

振込料等   7,000   

ビール園＠2,200×23 名     50,600   

  2,006,736   
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